
世
代
や
地
域
を

こ
え
広
が
っ
た

署
名
が
大
き
な

力
に

日
本
共
産
党
議
員
団

は
、
現
在
す
で
に
５
つ
の

小
学
校
で
実
施
さ
れ
て
い

る
自
校
方
式
・
直
営
・
完

全
給
食
で
、
で
き
る
だ
け

地
場
の
食
材
を
使
用
す
る

中
学
校
給
食
を
す
み
や
か

に
実
施
し
て
ほ
し
い
と
の

請
願
署
名
に
協
力
し
、
世

代
や
地
域
を
こ
え
た
３
３

６
７
筆
の
署
名
を
添
え
た

請
願
の
紹
介
議
員
と
な
り

ま
し
た
。

12
月
議
会
で
、
お
母
さ

ん
方
の
熱
い
願
い
が
こ
め

ら
れ
た
こ
の
請
願
は
、
明

確
な
反
対
理
由
も
な
い
9

議
員
の
不
可
解
な
態
度
に

よ
っ
て
否
決
と
な
り
ま
し

た
が
、
同
趣
旨
の
も
う
一

つ
の
請
願
（
署
名
77
筆
）

が
日
本
共
産
党
議
員
団
も

賛
成
し
て
全
会
一
致
採
択

さ
れ
ま
し
た
。

よ
り
よ
い
給
食

実
現
へ
、
住
民

参
加
の
委
員
会

設
置
を

昨
年
9
月
と
11
月
の
２

回
に
わ
た
り
、
中
学
校
給

食
実
施
に
む
け
た
「
住
民

参
加
の
委
員
会
」
設
置
の

申
し
入
れ
を
町
と
教
育
委

員
会
に
お
こ
な
い
ま
し

た
。今

回
、
中
学
校
給
食
実

施
を
求
め
る
請
願
が
採
択

さ
れ
た
の
を
受
け
、
こ
れ

ま
で
住
民
の
声
や
議
会
を

無
視
し
開
催
し
て
き
た

「
食
育
を
考
え
る
会
」
や

「
中
学
校
給
食
懇
話
会
」

で
な
く
、
よ
り
よ
い
給
食

実
現
に
む
け
て
熱
意
を
持

っ
た
保
護
者
は
じ
め
、
Ｐ

Ｔ
Ａ
，
学
校
関
係
者
、
専

門
家
な
ど
の
意
見
が
反
映

さ
れ
る
「
住
民
参
加
の
委

員
会
」
設
置
と
徹
底
し
た

情
報
公
開
を
強
く
求
め
て

い
き
ま
す
。
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〔
広
陵
町
中
学
校
給
食
を
実
現
す
る
会
〕

請
願
内
容
の
要
旨
を
紹
介
し
ま
す

〔
１
〕
学
校
給
食
法
で
は
、
学
校
給
食
を
「
生
徒
の
心
身

の
健
全
な
発
達
に
資
す
る
も
の
で
あ
り
、
生
徒
の
食
に
関

す
る
正
し
い
知
識
と
判
断
力
を
養
う
」
も
の
と
位
置
づ

け
、
全
て
の
小
中
学
校
設
置
者
（
町
）
に
努
力
義
務
を
課

し
て
い
ま
す
。

〔
２
〕
北
葛
城
郡
で
未
実
施
は
広
陵
町
の
み
で
す
。
中
学

生
が
成
長
段
階
に
お
い
て
正
し
い
食
の
知
識
を
得
、
安
全

で
必
要
な
栄
養
を
摂
取
で
き
る
よ
う
、
中
学
校
の
完
全
給

食
（
自
校
式
、
直
営
）
実
施
を
切
望
し
ま
す
。

〔
３
〕
平
成
7
年
に
実
施
の
中
学
生
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
、

弁
当
希
望
が
多
数
な
の
は
自
分
の
健
や
か
な
成
長
よ
り
も

好
き
な
も
の
を
食
べ
た
い
と
、
食
に
関
す
る
知
識
判
断
の

未
熟
さ
に
他
な
ら
ず
、
食
育
推
進
の
必
要
性
重
要
性
が
増

し
て
い
ま
す
。

〔
４
〕
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
を
目
指
し
た
子
育
て

支
援
策
の
柱
の
一
つ
と
し
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
ま

す
。

〔
５
〕
今
で
も
多
忙
な
教
職
員
の
負
担
を
こ
れ
以
上
増
や

さ
な
い
よ
う
、
人
員
を
配
置
す
る
な
ど
の
配
慮
も
お
願
い

し
ま
す
。

団
体
補
助
金
等
適
正
化
条
例
っ
て

ど
ん
な
内
容
？

広
陵
町
団
体
補
助
金
等
適
正
化
条
例
は

本
年
1
月
1
日
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

［
Ｑ
］
条
例
の
ポ
イ
ン
ト
は

［
Ａ
］
こ
の
条
例
は
、
以
前
か
ら
町
が
定
め
て
い
る
広

陵
町
補
助
金
交
付
規
則
第
3
号
の
内
容
を
条
例
化
し
た

も
の
で
す
。
「
補
助
団
体
事
業
者
（
＝
補
助
金
を
受
け

取
っ
て
い
る
団
体
）
が
補
助
金
等
の
交
付
目
的
の
趣
旨

を
大
き
く
逸
脱
し
た
活
動
を
し
た
と
き
は
、
町
長
に
対

し
て
補
助
金
等
の
決
定
の
取
り
消
し
及
び
返
還
を
求
め

る
こ
と
が
で
き
る
」
（
条
例
第
5
条
）
と
「
議
会
の
責

務
」
を
定
め
て
い
ま
す
。

［
Ｑ
］
な
に
が
問
題
？
条
例
化
の
目
的
は

［
Ａ
］
例
え
ば
、
こ
れ
ま
で
町
議
会
選
挙
な
ど
で
、
大

字
や
自
治
会
等
で
特
定
の
候
補
者
を
組
織
と
し
て
推
薦

し
、
住
民
や
構
成
員
の
み
な
さ
ん
に
支
持
や
選
挙
運
動

を
押
し
付
け
る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
「
集
会
参
加
や

選
挙
運
動
な
ど
強
制
さ
れ
困
っ
て
い
る
。
断
れ
ば
村
八

分
」
な
ど
の
相
談
も
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
町
の
補
助

団
体
は
、
自
治
会
、
老
人
会
、
婦
人
会
、
文
化
協
会
等

で
そ
の
構
成
員
は
思
想
信
条
も
様
々
で
あ
り
政
治
的
中

立
性
が
強
く
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
組
織
と
し
て
特
定

候
補
を
推
薦
し
、
住
民
や
構
成
員
の
み
な
さ
ん
に
支
持

や
選
挙
運
動
を
押
し
付
け
る
こ
と
は
憲
法
で
保
障
さ
れ

た
個
人
の
思
想
信
条
の
自
由
、
選
挙
活
動
や
投
票
の
自

由
を
侵
害
す
る
こ
と
に
な
り
許
さ
れ
ま
せ
ん
。
こ
の
よ

う
な
こ
と
の
な
い
よ
う
、
議
会
が
町
長
に
対
し
補
助
金

の
返
還
を
勧
告
で
き
る
と
い
う
も
の
で
す
。

［
Ｑ
］
条
例
の
施
行
に
よ
り
大
字
や
自
治
会
等
の
活
動

へ
の
不
安
の
声
も
聞
か
れ
ま
す
が

［
Ａ
］
今
回
の
条
例
は
、
補
助
団
体
の
本
来
の
活
動
を

な
ん
ら
制
約
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
大
字
や
自

治
会
は
、
そ
こ
に
住
む
地
域
住
民
の
方
々
の
相
互
扶
助

や
親
睦
、
住
環
境
の
維
持
・
向
上
、
公
益
的
性
格
の
強

い
事
業
な
ど
を
目
的
と
し
て
、
自
主
的
に
組
織
さ
れ
て

い
る
も
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
町
の
補
助
金
は
大

字
や
自
治
会
の
本
来
の
目
的
達
成
に
む
け
よ
り
活
発
な

活
動
が
展
開
さ
れ
る
よ
う
支
援
し
て
い
く
も
の
で
す
。
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「
中
学
校
給
食
実
施
を
求
め
る
請
願
」
を

全
会
一
致
で
可
決

昨
年
12
月
議
会
に
中
学
校
給
食
実
施
を
求
め
る
同
趣
旨

の
２
つ
の
請
願
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

日
本
共
産
党
議
員
団
は
、
12
月
14
日
総
務
文
教
委
員

会
、
16
日
の
本
会
議
で
、
２
つ
の
請
願
い
ず
れ
に
も
賛

成
し
早
期
の
実
施
を
求
め
ま
し
た
。

安全でおいしい

力をあわせましょう



議案の賛否（賛成○ 反対×）敬称略 

 日本共産党 公明党 民主党 無所属  

議案・修正案 

八尾 

春雄 

山田 

みつよ 
山
田 

山
村 

坂
口 

竹
村 

青
木 

吉
田 

笹
井 

長
濱 

八
代 

松
浦 

採決結果 

団体補助金等適正化条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × 議
長
の
た
め
採
決
に
加
わ
り
ま
せ
ん 

○ ９対２で可決 

平成 23 年度一般会計補正予算修正案 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ９対２で可決 

中学校給食実施を求める請願（中学校給食を求める

会：７７筆） 

○ ○ 
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

○ 全会一致採択 

中学校における完全給食実施に関する請願（広陵

町中学校給食を実現する会：３３６７筆） 

 

○ ○ × × × × × × × × × 2 対９で不採択 

や
つ
お
春
雄

一
、
中
央
公
民
館
の
改

修
に
住
民
の
意
見
反
映

を
中
央
公
民
館
は
地
域
の

文
化
活
動
に
活
用
さ
れ
て

い
る
大
切
な
施
設
で
す
。

雨
漏
り
修
理
、
耐
震
工

事
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
設

置
な
ど
の
改
修
工
事
に
あ

た
っ
て
は
利
用
者
の
声
を

聞
い
て
お
願
い
し
た
い
。

ま
た
、
屋
根
の
大
規
模
改

修
後
は
太
陽
光
パ
ネ
ル
を

設
置
し
て
、
必
要
電
力
の

一
部
で
も
自
然
エ
ネ
ル
ギ

ー
で
ま
か
な
え
る
よ
う
に

し
て
は
ど
う
か
。

（
町
長
）
屋
根
の
抜
本
的

工
事
を
検
討
し
て
い
る
、

耐
震
工
事
は
次
年
度
実
施

し
た
い
。
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

設
置
以
外
に
も
ホ
ー
ル
の

反
響
板
設
置
、
駐
車
場
の

拡
大
、
空
調
施
設
の
改
善

の
要
望
も
い
た
だ
い
て
い

る
の
で
、
年
次
計
画
で
進

め
る
。
太
陽
光
パ
ネ
ル
も

検
討
し
て
い
き
た
い
。

二
、
介
護
保
険
改
定
の

影
響
を
最
小
限
に
！

平
成
24
年
度
か
ら
要
支

援
１
・
２
と
い
う
軽
度
の

対
象
者
が
利
用
し
て
い
る

介
護
サ
ー
ビ
ス
に
介
護
保

険
が
効
か
ず
、
各
自
治
体

の
裁
量
に
委
ね
ら
れ
る
と

の
法
改
正
が
行
わ
れ
た
。

例
え
ば
、
現
在
要
支
援
2

で
は
週
2
回
の
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
が
利
用
で
き
る
が
、

今
後
も
継
続
利
用
で
き
る

よ
う
確
約
を
。
ま
た
保
険

料
の
抑
制
の
た
め
プ
ー
ル

し
て
い
る
基
金
の
取
り
崩

し
を
求
め
る
。

（
町
長
・
理
事
者
）
確
約

は
で
き
な
い
が
、
個
々
の

利
用
者
の
実
情
に
応
じ
た

積
極
的
取
り
組
み
を
考
え

た
い
。
基
金
の
取
り
崩
し

は
県
と
も
協
議
中
だ
。

そ
の
他

馬
見
北
5
丁
目

地
区
計
画
の
公
告
縦
覧

を
。

山
田
み
つ
よ

一
．
中
学
校
給
食
の
す

み
や
か
な
実
施
を

（
１
）
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
８
名

の
申
し
入
れ
に
つ
い
て

11
月
24
日
、
日
本
共
産
党

議
員
団
に
、
町
長
は
「
Ｐ

Ｔ
Ａ
会
長
８
名
が
来
ら

れ
、
う
ち
７
名
か
ら
中
学

校
給
食
反
対
と
の
意
見
表

明
が
あ
っ
た
」
と
言
わ
れ

た
が
事
実
で
す
か
。
ま

た
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
と
し
て

の
話
で
し
た
か
。

〈
町
長
〉
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
８

名
が
来
ら
れ
、
う
ち
７
名

の
会
長
が
「
中
学
校
給
食

に
は
反
対
。
子
ど
も
に
は

弁
当
を
持
た
せ
た
い
」
と

い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

（
２
）
住
民
参
加
の
「
中

学
校
給
食
実
施
検
討
委
員

会
」
の
設
置
を

町
の
「
中
学
校
給
食
懇
話

会
」
、
「
食
生
活
、
食
育

を
考
え
る
会
議
」
に
参
加

の
委
員
は
、
反
対
を
表
明

し
て
い
る
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
や

教
育
委
員
な
ど
既
存
の
組

織
代
表
ば
か
り
、
こ
れ
で

は
住
民
・
保
護
者
の
間
に

広
が
っ
て
い
る
中
学
校
給

食
実
施
の
強
い
願
い
は
反

映
さ
れ
ま
せ
ん
。
住
民
・

保
護
者
か
ら
公
募
し
た
委

員
を
加
え
、
目
的
も
明
確

に
し
た
「
中
学
校
給
食
実

施
検
討
委
員
会
」
に
す
べ

き
で
す
。

〈
町
長
〉
「
中
学
校
給
食

懇
話
会
」
、
「
食
生
活
、

食
育
を
考
え
る
会
議
」
で

十
分
町
民
の
声
が
反
映
い

た
だ
け
る
と
思
う
。

二
．
子
宮
頸
が
ん
ワ
ク

チ
ン
等
の
国
の
補
助
の

延
長
を

支
給
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン

や
ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
、
小
児

用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
の

国
の
補
助
が
３
月
末
で
打

ち
切
る
こ
と
が
検
討
さ
れ

て
い
る
。
来
年
度
以
降
も

継
続
す
る
こ
と
を
国
や
県

に
働
き
か
け
、
ま
た
、
町

独
自
の
補
助
制
度
を
検
討

す
べ
き
。

〈
町
長
〉
県
町
村
会
を
通

し
て
国
や
県
に
継
続
を
働

き
か
け
て
い
る
。

※
そ
の
後
、
ヒ
ブ
ワ
ク
チ

ン
、
小
児
用
肺
炎
球
菌
ワ

ク
チ
ン
は
平
成
24
年
度
も

国
の
補
助
継
続
。
子
宮
頸

が
ん
ワ
ク
チ
ン
は
接
種
実

績
の
あ
る
人
の
み
補
助
継

続
と
な
り
ま
し
た
。

三
．
そ
の
他

大
垣
内
、
赤
部
の
県
道

が
非
常
に
危
険
。
自
転
車

や
歩
行
者
が
安
心
し
て
通

れ
る
よ
う
改
善
策
を
県
に

強
く
求
め
る
こ
と
。
百
済

の
広
瀬
川
・
西
島
水
道
東

角
が
通
学
路
な
の
に
ガ
ー

ド
レ
ー
ル
も
な
く
危
険
。

転
落
防
止
策
設
置
な
ど
至

急
対
策
を
町
に
求
め
ま
し

た
。

( 2 )
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ごあいさつ 暮らし応援、元気で住みよい広陵町に

４年前に初当選させていただいてから、水道料金の値下げ、竹取公園駐車場の無料化や妊婦検診
の充実、通学路の転落防止柵、産院誘致などを実現し、中学校給食実施は請願採択までこぎつけま
した。この４年間、様々なご相談やご要望をいただき、みなさんと力を合わせて町政に反映するこ
とに全力をあげてまいりました。引き続き議案提案権の持てる２議席で、みなさんの願い実現へ力
いっぱいがんばります。 日本共産党町会議員 やつお 春 雄

同 上 山 田 みつよ

日本共産党議員団提案の意見書が全会一致可決されました
「介護職員処遇改善交付金事業」を平成２４年度以降も継続する事を求める意見書
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計
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で
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住
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賛

成
が
あ
る
の
に
、
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少
数
の
反
対
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（
そ
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不
動
産
業
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の
抵
抗
で
、
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公

告
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入
ろ
う
と
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ま
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。
住
民
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「
地
区
計
画
」
は

住
民
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声
を
大
切
に


